


　
本
定
例
会
に
お
い
て
、
遠
賀
町

立
図
書
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、

重
要
な
案
件
と
し
て
委
員
会
に
お

い
て
慎
重
な
審
議
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

　
去
る
５
月
９
日
に
、
指
定
管
理

者
選
定
審
査
会
に
お
い
て
、
︵
株
︶

図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー
が
選
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
よ

り
、
町
職
員
の
引
き
上
げ
に
伴
う

予
算
の
減
、
司
書
の
長
期
雇
用
に

よ
る
専
門
性
の
確
保
、
開
館
時
間

の
１
時
間
延
長
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
や
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
、

執
行
部
か
ら
の
提
案
が
あ
り
、
議

会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。





　
県
道
宮
田
・
遠
賀
線
の
側
道
用
地

と
し
て
整
備
す
る
た
め
、
購
入
す
る
。

　
庁
舎
機
械
室
及
び
小
・
中
学
校
の
機

械
室
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
費
と
し
て

計
上
す
る
。

　
今
回
の
工
事
完
了
で
庁
舎
と
各
小
・

中
学
校
の
ア
ス
ベ
ス
ト
は
除
去
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

　
意
見
書
案
は
、
継
続
審
査
の
意
見
書
案
を
含
め
４
案
あ
っ

た
が
、
２
案
に
つ
い
て
は
審
議
未
了
と
な
っ
た
。
他
の
２
案

に
つ
い
て
は
採
択
さ
れ
た
。

意
見
書
案
第
３
号

　
﹁
仕
事
と
生
活
の
調
和
推
進
基
本
法
﹂
︵
仮
称
︶
の
制
定

　
を
求
め
る
意
見
書

意
見
書
案
第
５
号

　
基
地
対
策
予
算
の
増
額
等
を
求
め
る
意
見
書



　
　
　
民
生
委
員
法
第
４
条

に
基
づ
く
定
数
は
、
世
帯
数

７０
か
ら
２００
ま
で
の
数
の
世
帯

ご
と
に
１
人
の
定
数
。
ま
た
、

こ
の
基
準
は
各
市
町
村
長
の

意
見
を
聞
い
て
定
め
る
と
あ

る
。
︵
現
定
数
３３
人
︶

　
現
在
本
町
の
世
帯
数
は
約

７
千
世
帯
あ
り
高
齢
化
も
進

ん
で
い
る
。

　
仮
に

２００
世
帯
の
基
準
で
は

３５
人
の
定
数
と
な
る
。
さ
ら

に
、
基
準
を
超
え
る
地
区
も

多
く
あ
る
た
め
、
４０
人
を
越

え
る
定
数
は
可
能
と
思
う
が
、

増
員
要
望
を
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

　
　
　
来
年
度
の
要
望
時
期

ま
で
に
は
、
高
齢
者
世
帯
数

や
地
域
の
状
況
な
ど
総
合
的

に
検
討
し
、
民
生
児
童
委
員

や
地
域
の
役
員
と
十
分
協
議

を
行
い
、
必
要
で
あ
れ
ば
県

知
事
に
対
し
増
員
要
望
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
民
生
委
員
法
第

２０
条

の
主
任
児
童
委
員
の
配
置
規

準
は
、
民
生
委
員
協
議
会
の

規
模
に
応
じ
定
数
３９
人
以
下

は
２
人
、
４０
人
以
上
は
３
人
。

︵
現
定
数
２
人
︶

　
次
期
改
選
で
民
生
児
童
委

員
の
定
数
が

４０
人
に
な
る
と

１
人
の
増
員
が
可
能
と
な
り
、

小
学
校
の
校
区
別
に
配
置
で

き
、
活
動
が
容
易
に
な
る
と

思
う
が
。

　
　
　
民
生
児
童
委
員
が
４０

人
に
な
る
と
、
主
任
児
童
委

員
が
３
名
に
な
る
か
ら
４０
名

に
増
や
せ
と
い
う
事
で
は
な

く
、
地
域
の
実
情
に
照
ら
し

合
わ
せ
て
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
学
校
評
議
員
や
学

校
に
関
わ
る
方
た
ち
と
の
連

携
を
と
る
事
も
必
要
だ
。

　
現
在
、
２
人
の
主
任
児
童

委
員
に
は
児
童
問
題
や
登
下

校
の
見
守
り
な
ど
積
極
的
な

活
動
を
し
て
頂
い
て
い
る
。

　
今
後
、
各
校
区
を
取
り
巻

く
状
況
や
問
題
に
対
し
、
主

任
児
童
委
員
の
意
見
を
十
分

に
聞
き
、
ま
た
、
地
域
の
役

員
・
民
生
児
童
委
員
の
意
見

を
伺
い
な
が
ら
、
十
分
協
議

を
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　
指
定
管
理
者
導
入
施

設
へ
の
雇
用
促
進
や
、
直
営

施
設
な
ど
障
害
の
程
度
に
あ

っ
た
雇
用
の
確
保
が
で
き
な

い
か
。

　
　
　
行
政
や
民
間
企
業
は

障
害
者
雇
用
規
定
が
定
め
ら

れ
て
お
り
、
指
定
管
理
者
に

な
る
べ
き
相
手
は
、
障
害
者

雇
用
推
進
を
し
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　
本
町
の
施
設
部
分
に
つ
い

て
も
、
障
害
者
の
方
で
も
雇

用
が
可
能
な
部
分
に
つ
い
て

は
、
少
し
で
も
働
く
場
の
提

供
や
、
全
般
的
に
は
高
齢
者
・

若
者
・
障
害
者
の
方
が
働
け

る
部
分
な
ど
、
制
限
を
か
け

る
事
な
く
募
集
し
て
い
く
よ

う
考
え
て
い
る
。

　

　

　



　

　

　

　
　
　
本
町
の
一
小
学
校
で
、

校
長
・
教
頭
を
除
き
、
男
性

教
員
が
３
人
で
女
性
教
員
が

７
人
と
い
う
こ
と
で
、
男
女

の
比
率
が
少
し
偏
っ
て
い
る

と
思
う
が
。

　
　
　
　
男
女
の
比
率
に
つ

い
て
は
、
私
も
気
に
し
て
い

る
。
北
九
州
教
育
事
務
所
に

来
年
度
も
う
少
し
比
率
を
改

善
し
て
い
た
だ
く
よ
う
申
し

入
れ
る
。

　
　
　
教
員
の
年
齢
が
、
高

年
齢
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
あ

ま
り
良
い
状
況
で
は
な
い
と

懸
念
し
て
い
る
が
、
ど
う
考

え
る
か
。

　
　
　
　
北
九
州
教
育
事
務

所
管
内
で
は
、
２０
代
の
教
員

が
２９
名
で
、
１
校
に
１
人
い

る
か
い
な
い
か
の
状
況
で
あ

り
、
３０
代
が
２８４
名
、
４０
代
は

９４６
名
で
あ
る
。

　
今
後
、
教
育
事
務
所
間
の

年
齢
の
構
成
を
変
え
る
よ
う

働
き
か
け
る
。

　
ま
た
、
町
内
の
学
校
の
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
う
。

　
　
　
校
長
室
に
は
、
公
費

で
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
す
る
の

が
妥
当
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
学
校
に
は
公
費
で

何
台
か
入
っ
て
い
る
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
と
接
続
し
た
も

の
が
各
学
校
一
台
と
事
務
室

に
置
い
て
い
る
。
職
員
室
に

置
い
て
い
る
学
校
な
ど
、
各

校
数
台
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
使
っ
て
い
た
も

の
や
古
く
な
い
も
の
を
各
学

校
に
配
置
す
る
。
校
長
室
に

は
、
あ
る
面
か
ら
言
う
と
必

要
と
思
う
。
校
長
室
に
も
一

台
置
く
よ
う
指
導
し
た
い
。

　
　
　
本
町
五
校
で
校

地
等
の
改
修
、
補
修
の

必
要
な
学
校
は
な
い
か

尋
ね
る
。

　
　
　
　
規
模
等
の
違

い
は
あ
る
か
と
思
う
が
、

島
門
小
学
校
の
建
築
は

昭
和
４０
年
、
遠
賀
中
学

校
は
４３
年
、
浅
木
小
学

校
は
４５
年
、
広
渡
小
学

校
は
５３
年
、
遠
賀
南
中

学
校
は
５８
年
に
建
築
し

て
い
る
。

　
い
ず
れ
も
、
２０
年
以

上
経
過
し
て
い
る
。
ど
の
学

校
に
も
、
経
年
に
よ
る
改
修
、

補
修
の
必
要
な
部
分
は
出
て

き
て
い
る
。

　
学
習
に
支
障
を
及
ぼ
す
よ

う
な
も
の
か
ら
改
修
し
て
き

た
。
ま
た
、
大
規
模
改
修
等

に
よ
り
順
次
改
善
を
行
っ
て

い
る
。

　
各
学
校
か
ら
多
数
の
要
望

が
出
て
い
る
が
、
緊
急
を
要

す
る
も
の
か
ら
、
町
長
部
局

と
も
相
談
し
、
順
次
改
修
し

て
い
き
た
い
。



　

　

　

　
　
　
今
後
の
農
業
政
策
に

ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い

く
の
か
。

　
　
　
機
械
利
用
組
合
等
の

法
人
化
と
複
合
経
営
の
二
つ

の
方
針
で
対
処
し
て
い
く
。

　
　
　
食
料
農
業
基
本
計
画
・

経
営
安
定
対
策
等
大
綱
に
つ

い
て
率
直
な
感
想
を
聞
き
た

い
。　

　
　
地
域
農
業
と
、
農
業

者
の
生
活
の
安
定
を
図
る
た

め
に
、
こ
の
法
案
も
必
要
な

の
か
と
い
う
の
が
率
直
的
な

考
え
で
あ
る
。

　
　
　
担
い
手
育
成
の
支
援

策
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ

う
に
支
援
を
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
担
い
手
と
認
定
を
受

け
た
方
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
そ
の
担
い
手
要
件
を
満
た

し
た
方
に
補
助
を
し
て
い
く
。

そ
の
考
え
は
変
わ
ら
な
い
。

　
　
　
農
業
従
事
者
の
人
材

育
成
や
、
確
保
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
営
農
組
合
が
北
部
に

３
つ
あ
り
、
こ
れ
を
中
心
に

担
い
手
と
い
う
形
は
と
れ
る

だ
ろ
う
。
ま
た
中
部
・
南
部

に
つ
い
て
は
、
機
械
利
用
組

合
が
出
来
て
い
る
し
、
地
域

営
農
組
合
の
考
え
方
も
あ
り
、

協
議
を
十
分
や
っ
て
い
き
た

い
。

　
　
　
本
年
度
、
農
政
改
革

関
連
法
案
が
成
立
し
た
が
、

本
町
が
受
け
る
影
響
に
つ
い

て
具
体
的
な
も
の
は
な
に
か
。

　
　
　
一
番
心
配
す
る
の
は
、

手
続
き
の
問
題
な
ど
の
混
乱

で
あ
る
。

　
営
農
組
合
や
機
械
利
用
組

合
で
は
、
問
題
は
な
い
と
思

う
が
、
個
人
で
残
る
部
分
が

心
配
を
し
て
い
る
。

　
　
　
農
業
団
体
を
通
じ
て

で
も
、
制
度
が
変
わ
っ
た
こ

と
を
親
切
丁
寧
に
教
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
行
政
の

関
り
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

　
　
　
新
た
な
法
律
は
、
色

々
な
分
野
で
大
き
く
変
革
し

て
い
る
。
三
位
一
体
改
革
の

中
で
混
乱
も
し
て
い
る
が
、

地
域
の
方
と
十
分
話
さ
な
い

と
方
向
性
が
出
し
づ
ら
い
部

分
が
あ
る
の
で
、
十
分
法
に

照
ら
し
て
、
地
域
の
方
の
ご

意
見
も
伺
わ
せ
て
い
た
だ
き

な
が
ら
指
導
を
綿
密
に
や
っ

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
農
業
に
関
わ
る
幅
広

い
人
材
の
育
成
確
保
を
促
進

す
る
た
め
、
高
齢
者
や
女
性

経
営
者
の
問
題
に
つ
い
て
考

え
や
方
針
を
聞
き
た
い
。

　
　
　
女
性
の
担
い
手
と
か

高
齢
者
の
担
い
手
に
つ
い
て

は
支
援
を
し
て
き
た
。
今
後

も
集
落
営
農
と
か
法
人
化
の

構
成
員
と
し
て
入
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。



　

　

　

　
　
　
中
央
公
民
館
に
つ
い

て
は
、
築
後

３０
年
を
過
ぎ
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
　

　
ま
た
照
明
、
音
響
設
備
や

冷
暖
房
の
効
率
が
悪
い
。
障

害
者
、
高
齢
者
に
対
し
て
階

段
が
多
く
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

も
設
置
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対
応
出
来

て
い
な
い
。

　
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
も
取
り

沙
汰
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ

る
が
、
今
後
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
の
計
画
と
、
そ
の
総
工
費

は
ど
の
位
か
。

　
　
　
非
常
に
厳
し
い
財
政

状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
自

立
推
進
計
画
を
実
施
し
て
い

る
。

　
よ
っ
て
中
央
公
民
館
を
計

画
的
に
改
修
す
る
方
針
を
昨

年
末
の
協
議
で
決
定
し
た
。

　
　
　
平
成
１９
年
度
に
設
計
、

以
後
２
ヵ
年
で
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
を
実
施
す
る
計
画
で

関
係
機
関
へ
申
請
を
行
な
っ

て
い
る
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
総
工
費

は
概
算
で
約
４
億
１
千
万
円

ぐ
ら
い
に
な
る
。

　
　
　
進
捗
状
況
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
平
成
１７
年
度
に
、
各

課
か
ら
１
名
、
全
員
で
１２
名

の
生
涯
学
習
ワ
ー
キ
ン
グ
チ

ー
ム
を
組
織
し
、
行
動
計
画

案
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
そ
の
後
、
平
成
１７
年
９

月
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

中
か
ら
推
薦
さ
れ
た
９
名
の

委
員
に
よ
る
生
涯
学
習
推
進

協
議
会
を
設
置
し
た
。
ワ
ー

キ
ン
グ
チ
ー
ム
が
策
定
し
た

生
涯
学
習
計
画
案
を
協
議
会

で
検
討
し
、
平
成
１８
年
１
月

に
成
案
と
し
て
答
申
し
、
生

涯
学
習
行
動
計
画
が
策
定
さ

れ
た
。
５
ヵ
年
の
計
画
を
立

て
て
い
る
の
で
、
年
次
を
追

っ
て
、
十
分
に
協
議
し
な
が

ら
計
画
ど
お
り
に
進
め
た
い
。

　
　
　
生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
設
置
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
生
涯
学
習
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
、
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
役
目
を
果
た
す
、
社
会

教
育
主
事
の
資
格
取
得
の
た

め
、
講
習
会
に
参
加
さ
せ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
町
民
の
生
涯

学
習
の
支
援
が
円
滑
に
行
な

わ
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

　



　

　

　

　
　
　
保
護
者
、
学
校
、
地

域
、
行
政
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

取
組
み
や
行
動
の
確
認
が
周

知
、
理
解
し
て
い
な
い
部
分

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
今
年
度
よ
り
施
行
さ
れ
た

人
事
評
価
制
度
の
教
職
員
の

自
己
評
価
並
び
に
業
績
評
価

の
内
容
と
目
的
、
活
用
運
用

方
法
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
自
己
評
価
の
内
容

は
、
教
職
員
個
人
が
、
学
校

長
の
学
校
経
営
方
針
を
踏
ま

え
、
担
当
学
年
、
担
当
学
級
、

担
当
教
科
な
ど
項
目
の
中
で

具
体
的
な
目
標
を
掲
げ
、
学

校
長
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、

指
導
、
助
言
を
受
け
経
験
年

数
や
職
務
の
特
性
に
よ
り
定

め
る
も
の
で
あ
る
。

　
業
績
評
価
の
内
容
は
、
自

己
評
価
を
元
に
、
学
校
長
や

教
育
長
が
、
学
習
指
導
に
関

す
る
評
価
・
生
徒
指
導
に
関

す
る
評
価
・
学
級
経
営
、
校

務
分
掌
な
ど
そ
の
他
の
評
価

の
項
目
を
定
め
教
職
員
を
評

価
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
目
的
、
活
用
運
用
方
法
は
、

自
己
評
価
で
は
、
具
体
的
な

計
画
を
立
て
実
践
、
評
価
し

改
善
し
て
行
く
と
い
う
サ
イ

ク
ル
を
通
し
て
、
自
ら
の
職

務
ア
ッ
プ
と
職
能
成
長
を
図

る
目
的
で
あ
る
。

　
業
績
評
価
は
自
己
目
標
の

設
定
と
自
己
評
価
に
お
け
る

目
標
管
理
を
踏
ま
え
、
教
職

員
の
能
力
、
意
欲
、
実
績
を

よ
り
的
確
に
把
握
し
評
価
す

る
こ
と
に
よ
り
、
職
務
遂
行

意
欲
の
高
揚
や
能
力
開
発
、

適
材
適
所
配
置
な
ど
を
進
め

る
た
め
で
あ
る
。

　
　
　
各
学
校
の
運
営
経
営

と
施
設
管
理
の
評
価
を
教
育

委
員
会
で
行
っ
て
い
る
か
尋

ね
る
。

　
　
　
　
運
営
経
営
に
つ
い

て
は
、
前
年
度
の
内
外
部
評

価
結
果
を
元
に
本
年
度
教
育

指
導
計
画
に
よ
り
、
校
長
・

教
頭
・
教
務
主
任
よ
り
説
明

を
受
け
指
導
や
助
言
、
意
見

を
述
べ
て
い
る
。

　
ま
た
、
学
校
管
理
者
で
あ

る
校
長
の
業
績
評
価
に
お
い

て
学
校
経
営
、
学
校
管
理
運

営
、
教
職
員
の
管
理
指
導
な

ど
が
示
し
て
あ
り
、
考
慮
事

項
と
し
て
学
校
経
営
目
標
を

明
確
に
し
、
達
成
に
努
力
し

て
い
る
か
、
あ
る
い
は
施
設

設
備
の
管
理
を
適
切
に
行
い

学
校
環
境
を
整
備
し
て
い
る

か
な
ど
の
項
目
が
示
し
て
あ

り
、
日
常
の
状
況
を
把
握
す

る
と
と
も
に
、
校
長
の
自
己

評
価
を
加
味
し
て
教
育
長
が

評
価
し
て
い
る
。

　
　
　
人
が
人
を
評
価
す
る

た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
取
り

組
み
や
行
動
の
内
容
、
目
的

を
、
理
解
・
確
認
を
行
っ
て

い
な
け
れ
ば
、
誤
解
や
反
感

を
受
け
る
。
そ
の
た
め
に
も
、

取
組
み
や
努
力
を
、
幅
広
く

情
報
提
供
し
、
協
働
連
携
を

行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
人
が
人
を
評
価
す

る
と
い
う
の
は
大
変
難
し
い
。

取
り
組
み
や
行
動
に
つ
い
て

理
解
や
確
認
を
行
い
、
情
報

提
供
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

力
を
入
れ
て
い
く
。



　

　

　

　
　
　
教
育
基
本
法
を
改
正

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
か
。

　
　
　
　
国
会
で
は
、
継
続

審
議
と
な
っ
た
。
今
後
の
国

の
動
向
を
見
守
り
た
い
。

　
　
　
教
育
の
目
的
は
、
子

供
た
ち
の
人
格
の
形
成
に
あ

る
。
国
を
愛
す
る
心
は
国
家

に
強
制
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

は
な
い
し
、
ま
し
て
や
国
を

愛
す
る
心
情
な
ん
て
評
価
で

き
な
い
。

　
　
　
﹃
愛
国
心
通
知
表
﹄

が
使
わ
れ
て
い
る
学
校
は
な

い
か
。

　
　
　
　
町
内
の
小
学
校
三

校
で
は
、
﹃
愛
国
心
﹄
の
評

価
項
目
は
な
い
。

　
　
　
通
知
表
は
使
わ
れ
て

な
い
が
、
広
渡
小
学
校
・
遠

賀
南
中
学
校
の
教
育
指
導
計

画
︵
教
科
経
営
︶
の
社
会
科

指
導
項
目
に
は
、
﹃
我
が
国

の
国
土
と
歴
史
に
対
す
る
理

解
と
愛
情
を
育
て
﹄
と
明
記

し
て
あ
る
。
改
善
さ
せ
る
べ

き
だ
。

　
　
　
　
教
科
経
営
と
通
知

表
の
文
言
は
整
合
性
が
あ
っ

た
方
が
よ
い
。
各
学
校
長
の

解
釈
の
違
い
が
あ
っ
た
と
思

う
の
で
確
認
す
る
。
こ
の
場

で
改
善
さ
せ
る
と
は
言
え
な

い
。

　
　
　
障
害
者
福
祉
計
画
を

策
定
さ
れ
る
が
、
当
事
者
や

家
族
並
び
に
施
設
関
係
者
の

意
見
要
望
は
反
映
さ
れ
る
か
。

　
　
　
身
体
は
障
害
者
福
祉

協
議
会
、
知
的
は
四
方
の
里
。

精
神
は
家
族
会
の
各
団
体
の

中
か
ら
計
画
策
定
委
員
に
入

っ
て
も
ら
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
意
見
は
聞
け
る
。

　
　
　
４
月
の
法
改
正
で
、

施
設
利
用
時
に
一
割
の
料
金

を
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

町
独
自
の
軽
減
策
を
考
え
て

い
る
か
。

　
　
　
施
設
及
び
居
宅
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
の
町
単
独
の
負

担
軽
減
は
現
在
考
え
て
い
な

い
。

　
　
　
料
金
を
と
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
、
既
に
通
所
を

控
え
る
人
が
出
て
い
る
。
自

立
を
促
す
た
め
の
施
設
な
の

に
、
そ
れ
を
妨
げ
る
結
果
と

な
っ
て
い
る
。
利
用
者
に
配

慮
す
る
べ
き
だ
。

　
　
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
さ
く

ら
の
昼
食
代
が
値
上
げ
さ
れ

利
用
者
が
困
惑
し
て
い
る
。

元
の

４００
円
に
戻
す
べ
き
だ
。

　
　
　
負
担
が
急
激
に
大
き

く
な
ら
な
い
よ
う
に
半
額
２１０

円
を
補
助
し
て
６１０
円
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
９
月
ま
で
の

暫
定
措
置
だ
が
、
遠
賀
郡
四

町
の
共
同
運
営
な
の
で
現
在

協
議
中
で
あ
る
。

　
　
　
障
害
者
が
生
き
て
い

く
た
め
に
受
け
る
サ
ー
ビ
ス

を
応
益
と
見
て
い
る
こ
と
が
、

そ
も
そ
も
間
違
っ
て
い
る
。

利
用
者
は
自
分
で
食
事
す
る

こ
と
も
、
食
べ
物
を
選
ぶ
こ

と
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
だ
。

値
上
げ
は
許
さ
れ
な
い
。



　
夏
休
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
時
期
、
全
国
各
地
で
は
、

高
齢
者
や
幼
児
、
児
童
の
水

難
事
故
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　
本
町
も
池
や
水
路
、
ク
リ

ー
ク
、
河
川
な
ど
の
多
い
と

こ
ろ
で
す
。

　
本
町
の
各
小
学
校
で
は
、

水
泳
授
業
の
時
間
に
、
着
衣

水
泳
の
指
導
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
衣
類
を
着
た
ま
ま
水

に
入
る
こ
と
の
大
変
さ
を
実

感
し
、
事
故
防
止
に
備
え
、

浮
き
方
、
泳
ぎ
方
な
ど
の
指

導
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
暑
い
日
が
続
き
ま
す
の
で
、

ご
家
族
や
地
域
で
指
導
や
危

険
性
を
伝
え
て
い
た
だ
き
、

特
に
幼
児
、
児
童
に
は
、
一

層
の
ご
注
意
を
払
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
７
月
１２
、
１３
、
１４
日
に
か
け
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
︵
有
明
・
東
京
国
際
展
示
場
︶
会
場
で
、
﹁
地

域
の
活
性
化
や
住
民
協
働
に
よ
る
自
治
体
運
営
﹂
、

﹁
自
然
災
害
に
対
す
る
減
災
﹂
、﹁
児
童
を
中
心
と

し
た
地
域
の
安
全
問
題
﹂
、﹁
多
様
化
・
高
度
化
す

る
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
﹂

な
ど
、
施
策
や
政
策
運
営
の
解
決
と
支
援
の
場
と

し
た
テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
関
係
省
庁
に
よ
る
基
調
講
演
や
特
別
講

演
、
自
治
体
経
営
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
電
子
自
治

体
、
ま
ち
づ
く
り
、
住
民
の
安
全
・
安
心
・
防
災
、

公
民
協
働
、
少
子
化
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

関
連
等
の
セ
ミ
ナ
ー
、
自
治
体
の
事
例
を
紹
介
す

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
等
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
さ
ら
に
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

今
後
の
地
方
分
権
社
会
に
お
い
て
自
治
体
が
な
す

べ
き
取
り
組
み
と
課
題
に
対
し
、
参
考
に
な
っ
た

意
義
あ
る
研
修
で
あ
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
政
府
の
言
う
三
位

一
体
は
﹁
財
・
税
・
政
﹂
、

町
の
三
位
一
体
は
﹁
住
民
・

行
政
・
議
会
﹂
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
何
度
と
な
く
協
議
が
さ
れ

て
来
た
４
町
合
併
の
話
も
白

紙
に
な
り
、
地
方
交
付
税
や

補
助
金
の
削
減
か
ら
、
今
後

の
財
政
運
営
が
厳
し
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
思
い
切
っ

た
経
費
等
の
削
減
に
よ
る
健

全
で
効
率
的
な
財
政
運
営
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
町
民
の
願
う
﹁
福

祉
・
教
育
・
治
安
・
環
境
﹂

は
重
要
な
問
題
で
す
。
厳
し
い
財
政
事
情

で
す
が
、
こ
う
し
た
施
策
に
対
す
る
自
主

財
源
の
確
保
に
、
行
政
と
議
会
は
車
の
両

輪
と
な
っ
て
町
民
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
私
も
７４
歳
の
高
齢
で
す
が
、
町
の
活
性

や
自
立
行
政
へ
の
協
力
、
地
域
の
お
世
話

な
ど
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
野
菜
づ
く
り
を

し
な
が
ら
健
康
管
理
に
も
励
み
ま
す
。

　
ま
た
、
町
民
は
今
後
の
合
併
問
題
に
つ

い
て
、
町
の
将
来
の
変
化
に
大
き
な
関
心

を
持
っ
て
い
ま
す
。
行
政
と
議
会
は
町
民

の
暮
ら
し
を
守
る
立
場
か
ら
、
活
発
な
議

論
を
交
わ
し
、
町
民
の
視
点
を
捉
え
て
が

ん
ば
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。



　
私
が
勤
め
る
会
社
の
出

入
口
に
ツ
バ
メ
が
巣
作
り

を
始
め
た
。
私
も
社
員
も

人
の
出
入
り
の
多
い
所
な

の
で
追
い
払
お
う
と
し
た

が
、
ツ
バ
メ
に
と
っ
て
は

こ
こ
が
最
適
と
、
強
行
し
、

巣
は
作
ら
れ
た
。

　
結
局
、
警
戒
心
が
強
く

産
卵
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

彼
等
の
生
ん
だ
雛
が
成
長

し
、
南
方
に
帰
り
、
そ
の

子
が
ま
た
こ
の
日
本
で
巣

を
作
る
。
帰
巣
本
能
で
子

孫
の
保
持
を
図
る
の
で
あ

ろ
う
。

　
一
方
、
人
間
社
会
で
は
、

子
孫
を
残
す
べ
き
親
が
子

を
、
子
が
親
を
殺
す
。
ツ

バ
メ
さ
え
懸
命
に
産
む
責

任
、
育
て
る
責
任
を
果
た

そ
う
と
し
て
い
る
の
に
、

誠
に
残
念
で
悲
し
む
べ
き

世
相
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
︵
奥
村
︶

　
去
る
６
月
２６
日
︵
月
︶
、

福
岡
市
の
シ
ー
ホ
ー
ク
ホ
テ

ル
に
お
い
て
福
岡
県
民
﹁
地

方
自
治
危
機
突
破
﹂
総
決
起

大
会
が
、
福
岡
県
内
全
自
治

体
か
ら
総
勢
約
３
，

０
０
０

名
の
参
加
に
よ
っ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
本
町
か
ら
は
議
会

議
員
を
始
め
町
長
、

区
長
会
の
方
々
４０
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
国
の
関
係
各
機
関

に
訴
え
る
た
め
、
麻

生
県
知
事
が
本
大
会

の
趣
旨
、
目
的
の
説

明
を
行
い
、
末
吉
市

長
会
長
、
山
本
町
村

会
長
が
地
方
の
要
望

を
行
い
ま
し
た
。

　
全
国
の
地
方
自
治

体
は
今
、
深
刻
な
危

機
に
直
面
し
て
い
ま

す
。

　
今
後
も
、
私
ど
も
は
、
政

府
・
国
会
に
対
し
交
付
税
の

削
減
阻
止
・
地
方
分
権
改
革

の
推
進
を
強
く
要
請
を
し
て

い
き
ま
す
。


